
2026

1
Vol.181

誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり

榎原グリーンハイツ自治会でのフレイル予防ダンス榎原グリーンハイツ自治会でのフレイル予防ダンス
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永
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ラ
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テ
ィ
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ゴ
ス
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オ
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永
年
在
職
在
宅
福
祉
員

末
吉
　
恵
子

武
田
真
由
美

山
崎
　
幸
子

松
浦
　
美
幸

10
月
28
日
に
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
小
ホ
ー
ル
に
て
「
思
い
や
り
が
つ
な
ぐ

温
か
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
大
会
テ
ー
マ
と
し

「
第
55
回 

米
子
市
社
会
福
祉
大
会
」
を
米

子
市
と
の
共
催
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
し

た
。前

半
の
式
典
で
は
、
社
会
福
祉
団
体
役

員
や
民
生
児
童
委
員
、
施
設
職
員
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
本
市
の
社
会
福
祉
事
業

に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
表
彰
状
お
よ

び
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は

1
0
6
名
、
12
団
体
が
顕
彰
さ
れ
、
長
年

に
わ
た
る
ご
尽
力
に
敬
意
が
表
さ
れ
ま
し

た
。後

半
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
鳥
取
県
支

部
の
平
尾
淡
氏
に
よ
り
、
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
で
の
活
動
を
も
と
に
、
災
害
時
に

命
を
守
る
た
め
の
行
動
や
、
地
域
で
支
え
合

う
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
ず
、「
自
助
」
の
重
要
性
と

し
て
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意

識
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
、
災
害

時
に
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
た
め
の
事
前

確
認
、
家
庭
内
の
安
全
対
策
、
非
常
持
ち

出
し
品
の
準
備
な
ど
、
命
を
守
る
備
え
を

具
体
的
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。つ
づ
い
て「
共

助
」
の
視
点
か
ら
、
避
難
所
で
の
協
力
体

制
や
災
害
弱
者
へ
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
避
難
者
が
運
営
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ

と
で
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
を
み
ん
な

で
整
え
る
こ
と
の
意
義
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、

第55回
米子市社会福祉大会を開催

大会式典基調講演　日本赤十字社平井淡さん

支
援
が
必
要
な
方
へ々
の
配
慮
や
、
福
祉
避

難
所
の
役
割
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
、
地
域

の
中
で
思
い
や
り
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

当
日
は
2
0
0
名
を
超
え
る
市
民
や
地

域
福
祉
関
係
者
が
参
加
さ
れ
、「
思
い
や
り
」

や
「
つ
な
が
り
」
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ

る
と
と
も
に
、
本
市
の
地
域
福
祉
の
推
進
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

米子市社会福祉協議会長あいさつ

永年活動ボランティア団体　ゴスペルオーブさん受賞者代表謝辞　松村寛さん
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受
賞
さ
れ
た
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

米
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岡
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敬
称
略
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3



で
す
。
四
月
の
開
催
が
戦
前
戦
中
、
戦
後
と

途
絶
え
る
こ
と
な
く
継
承
さ
れ
て
き
ま
し

た
。先
達
で
あ
る
年
長
者
へ
の
敬
意
と
感
謝
、

齢
七
十
年
を
超
え
る
翁
、
嫗
へ
の
い
た
わ
り

と
ね
ぎ
ら
い
の
念
を
大
切
に
し
て
来
た
伝
統

で
す
。
高
齢
者
福
祉
の
原
点
が
そ
こ
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

活
動
へ
の
思
い

私
た
ち
に
と
っ
て
は
年
に
一
度
の
一
大
行

事
敬
老
会
を
は
じ
め
、
民
生
児
童
委
員
と
在

宅
福
祉
員
に
よ
る
見
守
り
訪
問
、
野
外
研
修

や
フ
レ
イ
ル
予
防
の
体
操
や
脳
ト
レ
、
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
の
活
動
そ
し
て
講
演
の
実
施
な

ど
、い
ず
れ
も
一
人
の
孤
独
者
も
出
さ
な
い
、

誰
一
人
困
窮
や
疎
外
感
を
味
わ
わ
せ
な
い
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
実
現
で
き
れ
ば
と
願
っ

て
の
取
組
み
で
す
。

未
来
に
想
い
を
は
せ

人
材
、
そ
し
て
財
源
に
も
限
り
の
あ
る
中

で
、
地
域
の
方
々
の
ま
と
ま
っ
た
お
力
添
え
や

ご
支
援
、
援
助
が
遠
の
き
始
め
て
い
る
昨
今
、

私
た
ち
地
区
社
協
の
取
組
み
の
実
現
性
が
ま

す
ま
す
薄
れ
て
行
く
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

尚
徳
地
区
で
百
年
以
上
の
昔
か
ら
繋
げ
て
来

た
互
い
へ
の
思
い
や
り
の
伝
統
を
今
一
度
、
吟

味
し
直
し
て
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

【
次
回
は
河
崎
地
区
を
紹
介
し
ま
す
】

私
た
ち
尚
徳
地
区
の
敬
老
会
は
今
年
令
和

七
年
で
数
え
て
百
二
十
回
に
な
り
ま
し
た
。

「
敬
老
の
日
」
の
制
定
が
昭
和
四
十
一
年
で

す
か
ら
昭
和
百
年
の
今
年
で
、
ま
だ
六
十
年

し
か
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
る
に
私
た
ち

の
尚
徳
地
区
の
敬
老
会
は
そ
れ
の
二
倍
の
歳

月
を
重
ね
て
来
て
い
ま
す
。
虚
偽
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
本
誌
の
趣
旨
に
、
は
ず
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
敢
て
少
し
お
話
し
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

小
学
校
名
が
地
名
に

実
は
「
尚
徳
」
の
地
名
は
、
私
立
尚
徳
小

学
校
の
名
前
か
ら
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

明
治
二
十
一
年
に
四
カ
村
（
上
安
曇
村
、
下
安

曇
村
、
青
木
村
、
兼
久
村
）
の
識
者
有
志
ら

が
相
携
え
て
私
立
尚
徳
小
学
校
を
設
立
し
ま

し
た
。
そ
し
て
翌
年
明
治
二
十
二
年
十
月
一
日

に
新
制
度
「
市
制
・
町
村
制
」
に
よ
り
新
し

い
村
が
誕
生
し
、
そ
の
名
を
前
年
に
開
校
し

た
私
立
小
学
校
の
名
に
し
た
の
で
す
。
民
草

の
地
域
に
寄
せ
る
思
い
と
小
学
校
に
か
け
た

希
望
の
先
に
村
の
誕
生
が
あ
っ
た
の
で
す
。

敬
老
会
の
誕
生
は
明
治
時
代

そ
う
し
た
地
元
愛
を
つ
の
ら
せ
る
土
壌
の

中
で
、
十
七
年
後
の
明
治
三
十
九
年
四
月
に

青
年
会
に
よ
る
第
一
回
敬
老
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
数
え
て
今
年
で
百
二
十
回

敬老会式典旧尚徳小学校

榎原グリーンふれあいサロン新年会 野外研修フレイル予防事業
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ふ
る
さ
と
伝
統
の

　
　
　
ぬ
く
も
り
を
こ
れ
か
ら
も

地
区
社
協
の
活
動
紹
介
〈
尚
徳
地
区
〉



米子市社会福祉協議会への寄付金、賛助会費は
「所得税控除」「所得税控除」の対象になります。

所得税控除を受けるための手続き
所得税控除を受けるためには確定申告行う必要があります。

確定申告に必要な添付書類

　寄付金・賛助会費の領収書
税額控除の証明書（税額控除を受ける場合）

※�税額控除の証明書の写しはホームページから印刷することができます。

米子市社会福祉協議会
へいただいた寄付金は、
地域福祉を推進するた
めに使わせていただい
てます。詳しくはホーム
ページをご覧ください。

～がんばるお父さん・お母さんの子育てを応援します!!～

米子ファミリー・サポート・センター
日曜開催‼依頼会員登録説明会

　ファミリー・サポート・センターを利用されたい方は、会員登録が必要です。
　一時的な託児、保育施設やお子さんの習い事などの送迎を希望される方はぜひご登録ください。

日時  ２月１日(日) 午前10時～（30分程度）
場所  ふれあいの里２階
内容  事業説明、登録手続きなど

申込締切　 １月28日(水)
援助対象年齢  ０歳児から小学校６年生までの児童
登録料  無料

※通常は平日９時～16時に行っておりますが、勤務等で平日出掛けられない方はぜひご参加ください。
※要事前申込（当日参加は受付けておりません）

お問い合わせ・お申込み
 32-0016   32-0026米子ファミリー・サポート・センター

日時 内容

⑤ ２月６日（金）
10：00～12：00

◆ボランティア活動を始める前の心構え
◆ボランティア紹介・体験【美術】
　　　　　　　【講師】ぐるぐるアート世話人会　
　　　　　　　　　　 代表　松下喜美子さん

会場  ふれあいの里
対象  �市内に在住、在学、在勤の方で、ボランティア活動に興味のある方ならどなたでもご参加いただけます。
定員  先着25名
受講料  無料
申込み  �【氏名】【住所】【電話番号】を下記の申込み先までお電話かＦＡＸにてお申込みください。�

（手話通訳・要約筆記が必要な方はその旨をお申込み時にお伝えください。）

令和７年度　ボランティア入門講座

お問い合わせ・お申込み
米子市社会福祉協議会　米子市ボランティアセンター

〒683-0811米子市錦町1-139-3米子市福祉保健総合センター「ふれあいの里」２階
☎23-5455／ 37-3855
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香
典
返
し
・
玉
串
料
返
し
寄
付
（
敬
称
略
）

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

啓

成

錦

町
土
江
　
有
紀

金一封

御
母
堂

岩
谷
純
子
様

明

道

神
奈
川
県

横

浜

市
嶋
村
　
千
鶴
子

金
一
封

御
母
堂

光
憙
子
様

道

笑

町
高
木
　
伸
一
郎

金
一
封

御
祖
母

惠
美
子
様

道

笑

町
山
本
　
真
美

金
一
封

御
主
人

哲
也
様

就

将

祇

園

町
尾
添
　
柾
裕

三
万
円

御
内
室

加
代
子
様

加

茂

町
西
村
　
千
惠

三
万
円

御
主
人

征
司
様

兵
庫
県
三
木
市

古
田
　
寛
明

三
万
円

御
母
堂

テ
ル
様

6

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

義

方

旗

ヶ

崎
富
田
　
健
吉

金
一
封

御
母
堂

美
惠
子
様

灘

町
柳
多
　
美
佳

金
一
封

御
母
堂

孝
子
様

三

本

松
木
村
　
衛

金
一
封

御
内
室

千
里
様

旗

ヶ

崎
野
浪
　
耕
司

金
一
封

御
母
堂

竹
代
様

住

吉

上

後

藤
東
森
　
悟

金
一
封

御
母
堂

淳
子
様

上

後

藤
寿
山
　
邦
子

金
一
封

御
主
人

征
治
様

上

後

藤
小
坂
　
秀
己

金
一
封

御
母
堂

啓
子
様

安

倍
米
谷
　
美
恵
子

金
一
封

御
母
堂
神
﨑
和
子
様

旗

ヶ

崎
鷲
見
　
晃
弘

金
一
封

御
母
堂

タ
ル
ヨ
様

旗

ヶ

崎
若
槻
　
京
子

金
一
封

御
主
人

栄
恭
様

車

尾

車

尾
太
田
　
ち
あ
き

金
一
封

御
尊
父

河
端
弘
様

車

尾
矢
滝
　
正
士

金
一
封

御
母
堂

登
喜
子
様

加

茂

両

三

柳
大
縄
　
忍

金
一
封

御
母
堂

峯
子
様

両

三

柳
雑
賀
　
誠
司

金
一
封

御
母
堂

千
枝
様

上

福

原
堀
　
裕
文

一
万
円

御
尊
父
井
上
忠
治
様

両

三

柳
松
岡
　
範
子

金
一
封

御
主
人

節
様

河

崎

河

崎
平
野
　
哲
也

金
一
封

御
尊
父

哲
様

河

崎
影
山
　
智
久

金
一
封

御
尊
父

久
雄
様

福

生

東

皆

生
八
尾
　
桃
子

金
一
封

御
尊
父

敏
様

皆

生
八
幡
　
吉
美

金
一
封

御
母
堂

睦
子
様

上

福

原
平
田
　
三
夫

金
一
封

御
母
堂

蔦
子
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

福

生

西

皆
生
温
泉
福
元
　
芳
子

金
一
封

御
主
人

儀
智
様

皆

生
生
田
　
成
子

金
一
封

御
主
人

重
美
様

福

米

東

東

福

原
平
野
　
忠
司

金
一
封

御
尊
父

昇
司
様

東

福

原
平
野
　
忠
司

金
一
封

御
母
堂

登
貴
惠
様

東

福

原
福
田
　
照
男

金
一
封

御
母
堂

澤
様

東

福

原
井
上
　
久
雄

金
一
封

御
尊
父

賴
男
様

福

市
廣
井
　
敏
明

金
一
封

御
尊
父

仁
志
様

西

福

原
森
口
　
誠

金
一
封

御
母
堂

章
江
様

福

米

西

新

開
天
野
　
真
也

金
一
封

御
母
堂

壽
々
子
様

新

開
古
志
野
　
晴
美

金
一
封

御
主
人

亮
一
様

新

開
山
枡
　
育
子

金
一
封

御
母
堂
飯
石
惠
志
子
様

西

福

原
長
谷
　
直
樹

金
一
封

御
母
堂

芳
子
様

彦

名

彦

名

町
寺
岡
　
訓
子

金
一
封

御
尊
父

豊
様

彦

名

町
田
口
　
祐
章

金
一
封

御
尊
父

實
様

彦

名

町
木
下
　
操

金
一
封

御
尊
父

昌
一
様

彦

名

町
河
場
　
令
子

金
一
封

御
主
人

操
六
様

彦

名

町
月
岡
　
麻
由
美

金
一
封

御
母
堂

明
子
様

彦

名

町
月
岡
　
央

金
一
封

御
祖
母

綾
子
様

旗

ヶ

崎
菊
池
　
和
夫

金
一
封

御
母
堂

三
重
子
様

崎

津

大

崎
長
谷
川
　
和
明

金
一
封

御
母
堂

美
千
枝
様

葭

津
石
橋
　
佳
枝

金
一
封

御
主
人

俊
夫
様

葭

津
井
上
　
秀
子

金
一
封

御
尊
父

津
森
光
様

大

崎
木
村
　
と
し
み

金
一
封

御
主
人

幸
正
様

住
所

氏
　
名

金
額

オ
ー
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

ユ
ニ
オ
ン
実
行
委
員
会

三
五
、〇
〇
〇
円

吉

谷

酒
井
　
孰

金
一
封

米
子
ケ
ヤ
キ
通
り
振
興
会

一
一
〇
、五
一
一
円

日
ノ
出
町

真
如
苑

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

一
般
寄
付
（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
事
業
推
進
の
た
め

善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
令
和
7
年
9
月
１
日
～

令
和
7
年
11
月
30
日



7

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

大

篠

津

大
篠
津
町
安
田
　
明
永

二
万
円

御
祖
父

明
様

大
篠
津
町
濱
田
　
英
之

金
一
封

御
母
堂

政
子
様

境
港
市
中
野
町

西
山
　
厚
子

金
一
封

御
令
妹

本
池
都
様

和

田

和

田

町
吉
村
　
美
和
子

金
一
封

御
義
兄

春
男
様

和

田

町
鎌
田
　
真
治

金
一
封

御
内
室

真
弓
様

和

田

町
米
村
　
啓
子

金
一
封

御
主
人

登
様

富

益

富

益

町
永
見
　
浩
之

金
一
封

御
母
堂

澄
子
様

成

実

新

山
羽
柴
　
隆

金
一
封

御
母
堂

ヌ
イ
コ
様

奈

喜

良
林
　
哲
也

金
一
封

御
尊
父

八
潮
様

日

原
谷
口
　
裕
志

金
一
封

御
尊
父

秀
雄
様

奈

喜

良
田
後
　
孝
治

金
一
封

御
尊
父

宏
明
様

奥

谷
藤
原
　
ア
サ
子

金
一
封

御
母
堂

ス
エ
コ
様

尚

徳

兼

久
深
田
　
隆
文

金
一
封

御
尊
父

志
郎
様

永

江

永

江
清
水
　
和
明

金
一
封

御
母
堂

園
惠
様

五

千

石

八

幡
中
谷
　
賢
二

金
一
封

御
内
室

慶
子
様

諏

訪
高
田
　
修
也

金
一
封

御
尊
父

皓
様

八

幡
棚
田
　
旭

金
一
封

御
内
室

ム
ツ
子
様

巌

蚊

屋
関
　
義
晴

金
一
封

御
母
堂

允
子
様

蚊

屋
⻆
田
　
弘
子

金
一
封

御
尊
父

庄
之
助
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

二

本

木
松
井
　
康
一
郎

金
一
封

御
尊
父

康
則
様

浦

津
奥
谷
　
芳
子

金
一
封

御
主
人

浩
一
郎
様

春

日

上

新

印
石
原
　
清

金
一
封

御
母
堂

歳
子
様

下

新

印
遠
藤
　
紘
美

金
一
封

御
祖
母

利
子
様

古

豊

千
塚
田
　
雅
男

金
一
封

御
内
室

藤
子
様

下

新

印
安
藤
　
正
美

金
一
封

御
母
堂

美
佐
枝
様

大

高

岡

成
安
田
　
賢
一

金一封

御
母
堂

春
美
様

尾

高
田
中
　
秀
光

金一封

御
内
室

典
子
様

尾

高
中
澤
　
圭
一

金一封

御
尊
父

正
則
様

県

石

州

府
村
上
　
茂

金一封

御
母
堂

斐
羽
子
様

日

下
松
重
　
秀
峰

金一封

御
尊
父

愼
吾
様

河

岡
舩
田
　
典
昭

金一封

御
母
堂

フ
サ
コ
様

日

下
植
田
　
真
一

金一封

御
母
堂

敦
子
様

日

下
越
生
　
幸
人

金一封

御
尊
父

俊
雄
様

淀

江

淀
江
町
西
原
河
本
　
和
代

金一封

御
主
人

高
志
様

淀
江
町
西
原
田
口
　
和
子

金一封

御
主
人

勝
蔵
様

淀
江
町
淀
江
舩
木
　
一
彦

金一封

御
母
堂

よ
り
子
様

淀
江
町
西
原
安
江
　
亜
紀

金一封

御
母
堂
松
田
奈
美
子
様

宇

田

川

淀
江
町
富
繁
遠
藤
　
茂

金一封

御
内
室

る
み
子
様

淀
江
町
高
井
谷

森
田
　
援

金一封

御
尊
父

栄
様

大

和

淀
江
町
小
波
福
田
　
正
樹

金一封

御
義
父

壽
雄
様

淀
江
町
佐
陀
渡
辺
　
登
志
子

金一封

御
主
人

規
行
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

淀
江
町
小
波
長
谷
川
　
仁
司

金一封

御
内
室

敬
子
様

淀
江
町
佐
陀
松
浪
　
悟

金一封

御
母
堂

冨
美
子
様

淀
江
町
佐
陀
本
多
　
康
子

金一封

御
伯
父

中
田
厚
様

淀
江
町
中
間
三
嶋
　
滿

金一封

御
母
堂

由
子
様

○
寄
付
金
額
等
の
記
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、寄
付
者
ご
本
人
の
意
志

に
よ
る
も
の
で
す
。

○
本
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、所
得
税
、市・県
民
税
の

寄
付
金
控
除・税
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

Special Thanks
市
民
の
み
な
さ
ま
の
た
め

　
社
会
福
祉
活
動
の
推
進
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

令
和
７
年
12
月
３
日
に

「
宗
教
法
人　
真
如
苑
」様

よ
り
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

令
和
７
年
11
月
18
日
に

「
米
子
ケ
ヤ
キ
通
り
振
興
会
」

様
よ
り
一
一
〇
、五
一
一
円

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の

　
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す11/20付　日本海新聞



皆様のご意見・ご感想をお聞かせください。

0859‐23‐54950859‐23‐5490
furesato@chukai.ne.jp

この広報紙は一部
赤い羽根共同募金の
助成金で発行しています。 ホームページ インスタグラム ボランティアセンター

公式ライン

株式会社コニシ
米子市両三柳３６３５　Tel ０８５９-２９-５２３１

賛助会員ご紹介

令和８年を迎え、皆様方におかれまし
ては新年を晴々しいお気持ちでお迎えの
事とお慶び申し上げます。日頃より、本会

に対しまして格別のご支援、ご協力を賜り厚
く御礼申し上げます。
昨年は、「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマに掲

げた大阪・関西万博が開催され、科学技術の発展や多様な
価値観の広がりが実感される一年でした。
一方で、米価格に代表される物価高騰や、ゲリラ豪雨に

よる浸水被害が頻発するなど、私たちの暮らしに不安をも
たらす出来事も少なくありませんでした。
また、「昭和100年」という歴史的な節目でした。昭和の時
代に築かれた日本の礎は、今もなお私たちの暮らしの中に息
づいています。戦後の復興、高度経済成長、そして社会の成
熟を経て、福祉の充実もまた昭和から続く大きなテーマのひ
とつです。高齢化が進む現代において、誰もが安心して暮ら
せる社会の実現は、ますます重要な課題となっています。

地域のつながりや支え合いの精神は、昔から受け継がれ
てきた大切な価値です。その象徴とも言える「赤い羽根共同
募金」は、昭和22年に始まり、今年で80回を迎えます。地
域福祉の推進を目的としたこの募金活動は、皆様の温かい
ご支援によって、子どもから高齢者まで、誰もが安心して暮
らせる地域づくりに貢献しています。赤い羽根には、大きな
思いやりと未来への希望が込められています。今年も皆様
からの温かいご支援をお願い申し上げます。
本会では、市内各地区の担当者として地域福祉活動支援
員（コミュニティワーカー）を５名配置し、各地区の地域支援
活動に注力するとともに、行政機関、関係団体とも綿密に連
携を図るための体制を整備いたしました。住民活動やボラン
ティア活動が推進するよう努めるとともに、地域住民の皆様
と、支え合い・助け合いの輪をさらに広げ、「誰もが安心して
暮らせる福祉のまちづくり」を進めてまいります。
本年も、皆様にとりまして希望と笑顔に満ちた一年となり

ますよう心よりお祈り申し上げますとともに、変わらぬご支
援・ご協力をお願い申し上げ、新年のご挨拶とさせていただ
きます。

会長 新年のご挨拶

よ
な
ご
社
協
だ
よ
り

1
8
１
令
和
８
年
１
月
1
日
発
行

発
行
／
米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
〒
6
8
3‐0
8
1
1 

米
子
市
錦
町
1
丁
目
1
3
9‐3「
ふ
れ
あ
い
の
里
」内
　
Tel
0
8
5
9‐2
3‐5
4
9
0
　
Fax
0
8
5
9‐2
3‐5
4
9
5

印
刷
／
合
同
印
刷
株
式
会
社 

米
子
市
和
田
町
2
0
0
5‐2
　
Tel
0
8
5
9‐2
5‐1
1
6
1
　
Fax
0
8
5
9‐2
5‐1
2
3
2

Vol.

株式会社コニシは、大正５年に木材商としてこの米子の
地で商売を始めて今年で 110 年になりますが、時代時代
に合った商材を提供しながら、住まいづくりのお手伝いを長
く続けて来ました。
現在では、全国にあるメーカーや商社より商材を仕入れ、
中国地区にある７つの拠点からお取引先へ、木材・内外装材・
水廻り等の卸売販売を行っています。
お取引先から業界の動向や最新情報を収集し、住まいを
求められる方に沿った情報へと加工し提供するのと同時に、
地域の声や地域情報を集約して、メーカーにフィードバック
しています。こうして情報を循環することで、住まいづくり
のための一歩進んだ提案を行っています。近年では脱炭素
社会を目指した住まいの更なる省エネ化を行うための商材
や工法の提案をしています。
米子のがいな祭りの万灯パレードに参加して13 年になり

ますが、今年は万灯 40 周年の年に当たり、あいにく祭り
当日は雨で中止でしたが、後日コンベンションセンターで万

灯祭特別公演が行われ、当社も演技を行う中で 40 周年特
別賞を頂きました。
これからも地域に必要とされる企業となることを目指して
行きますので、よろしくお願い致します。

メーカーとユーザーをつなぐターミナルとして、
住宅文化の発展に貢献しています

●株式会社 大丸水機
●医療法人社団　鎌沢産科婦人科医院
●株式会社ラフデッサン

新しい賛助会員（法人）を紹介します。


